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論文内容要旨
 1.緒需
 本邦において中生代後期および古第三紀にかけて,大規模な火成活動があったこ.とが知られて
 いる。阿武隈山地にお[いても中生代後期に大規模な深成活動があり,多量の花崗岩類が生成して
 いる。また花嵐岩頚に先立って・ハンレイ岩類・コートランド岩等が小規模に活動している。これ
 ら深成岩類の成因については諸説があり,定説をみるにいたっていなし㌔また阿武陶.1」地の深成
 岩類に関しては・その成因を考えるうえ.で重要である地球化学的データに尊しい。
 そこで,この研究では,まず阿武隈山地の3つの地域に分布する中生代の深成岩類について,
 地質学的,岩石学的並びに地球化学的特徴を明らかにし,次にそれらの結果をも,とに深成岩類生
 成時の諸条件を朋らかにするとともに,深成岩類をもたらしたマグマの起源について推論した。
 2.地質および岩窟の概略
 対象とした地域は阿武隈山地北部の移ケ岳周辺の地域,中部の田人地域並びに南部の西堂平地
 域である。北部阿武隈山地には数個のハンレイ岩体が点在する他,コートランド岩を主体とする
 小岩体が文珠地域に分布する。またそれらに遅れて貫入した花崗岩類が幅広く分布する。ハンレ
 イ岩体は含有する普通角閃石の形,大きさ,量を異にする種々のハンレイ岩瀬より構成されてい
 るが,それらは現在地に貫入する以前に分化しており,また優白質ハンレイ岩が最も遅れて畏入
 した。ハンレイ岩類では普通角閃石に先立って,コートランド岩では普通角閃石に遅れて斜長石
 が晶出している。
 田人地域には花崗岩類と少量のハンレイ岩頚からなる田人複合岩体が御斉所変成岩類にとり囲
 まれて分布している。花樹岩頚は風入の順に明神石型,小室型,入旅人型の3岩型に区分される。
 朋神石型に続いてハンレイ岩類が貫入している。明神石型とハンレイ岩頚は最高輝石ホルンフェ
 ルス相ないしグラニュライト相に達する接触変成作用を周辺の御斉所変成岩頚に与えているのに
 対して,小室型と入旅人型の質入による接触変成作用は角閃岩相にとど'まっている。入旅人型中
 には暗色包有岩類が偏在し・それらはモード組成に基づいて3つのグルーブに分類できる。ハン
 レイ岩類では普通角閃石に先立って斜長石が晶出している。北部阿武隈山地および田人地域に分
 布する花嵐岩頚は主に石英閃緑岩,花崗閃緑岩およびアダメロ岩である。含有される不透明鉱物
 は主にチタン鉄鉱であり,時に磁鉄鉱が存在する。
 西堂平地域にはNNW-SSE方向に走る棚倉破砕帯の東縁部にコートランド岩と優黒質ハン
 レイ岩を主体とする小岩体が分布する。同岩体にはハンレイ岩,閃緑岩,石英閃緑岩,閃長岩も
 少量貫入している。この西堂平コートランド岩体には多量の単斜輝石を含有する岩石が幅広く分
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 布するのに対して,石英を含有する岩石は少い。コートランド岩およびハンレイ岩では斜長石に
 先立って普通角閃石が晶出している。
 3.化学纈離
 3つの地域の岩石60個の化学組成を朋らかにした。その結果と既に公表されているデータをも
 とに,全岩組成の特徴を検討すると,北部阿武隈山地ではハンレイ岩瀬と花樹岩類との間に明瞭
 な組成間隙が存在している。一方,用人複合岩体では岩石のSiqは45-75wt.%の閥でほぼ間
 断なく連続している。両地域のハンレイ岩類はいずれもA1203(16-24wt.%)に富むものであ
 るが,Sio2は北部阿武隈山果のもので40～48wL、%,田人複合岩体のもので45～53wt.%であ
 る。両地域の花崗岩類はSi窃一酸化物図で日本の花崗岩類の平均組成と似た変化傾向を示す。
 西堂平コートランド岩体の岩石はSio,(45～62wt.%)の割にアルカリが多く,特に優白質岩へ
 のアルカリの濃集は著しい。
 ハンレイ岩頚およびコートランド岩中の斜方輝石6個,単斜輝石8個,カミングトン閃石3個,
 普通角閃石駕御,黒雲母i個の主要組成,並びにカンラン石i個,斜長石16個の部分組成を明ら
 かにした。また花崗岩類中の普通角閃石22個,黒雲母27個の主要組成も明らかにした。なお,
 共同研究により,これら鉱物および岩石の一部については水素同位体比並びにFの定量も百われ
 た。それらの結果と既に公表されているデータを合わせて検討すると次の様な特徴が認められる。
 西堂平コートランド岩体の単斜輝石のC&0は21.6帆.%以上と非常に高いものである。また同
 岩体の普通角閃石のK20は0.70w七.%以上』塩基性岩中のものとしてはK20に富むものであ
 る、、この2つの特徴および全岩組成から西堂平コートランド岩体はアルカリ岩的といえる。ハン
 レイ着類およびコートランド岩中の普通角閃石は,溶液から直接晶出したと推定されるものと
 単斜輝石を置換して生成したと推定されるものとに2分できる。前者の方が後者よりもS沿2と
 .瀬90に乏しく・AI203とTio2に富む。花嵐岩類中の普通角閃石と黒雲母のSio2およびく12こ)ヨ
 の組成範囲は・北部阿武隈山地と国人腹合岩体とでよく一致している。また両地域の花崗娼類
 は水素同位体比に関してKurodaeta1.(197マ)の平衡型である。
 尋.岩石成閣
 先に述べた種々のデータを検討した結果、田人複合岩体については次の事が推論された。岩体
 はハンレイ岩質マグマと石英閃緑岩質ないし花樹閃緑岩質マグマの2つの異ったマグマから生成
 した。岩体は約4kbないしそれよりもやや低い圧力に相当する場に貫入し,少なくとも固結の
 最末期には水に飽和していた。入旅人型中に存在する暗色包有岩類のうち少なくとも一部は同源
 捕獲岩である。また・暗色包有岩類はマグマ水および酸素分圧に関してそれらの母岩と平衡にあ
 った。
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 黒雲母の化学組成,不透明鉱物の種類と量並びに帯磁率から判断して,花崗岩頚固結時の酸素
 分圧は北上山地と山陰帯で高く,領家帯で低く,阿武隈山地はその中間にあったと思われる。阿
 武隈山地では岩石のD.1.が増加すると黒雲母のmgが一般に減少することから,花崗岩類の固結
 の進行と共に酸素分圧はやや減少していったものと推定される。天然並びに実験の結果を検討し
 てみると,花崗岩頚中の普通角閃石の化学組成は生成時の酸素分圧に密接に依存し,高い酸素分
 圧はAlwとFe2+に乏し'い普通角閃石をもたらしていることがわかる。花崗岩頚中の普通角閃石
 のAITVとFe2+とは密接に関係しているので,共存する黒雲母と普通角閃石間のMg-Fe2+
 分配の自然対数値はAIIVに比例したものとなる。
 斜長石と普通角閃石の晶出順序とYoderとTliiey(1962)の実験結果とを対応させると・北
 部阿武隈山地および田人複合岩体のハンレイ岩頚は凡そ1.5kb以下の水蒸気圧下,文珠および
 西堂平コートランド岩体は凡そL5kb以上の水蒸気圧下で固結したものと推定される。阿武隈
 山地のハンレイ岩頚は地殻下部由来のハンレイ岩質包有岩頚よりも全休として単斜輝石のC島一
 丁目cherm乱k成分並びに斜長石のAn成分に乏しいことから,後者よりも低い全圧力および水蒸
 気圧下で生成したものと推定される。
 天然並びに実験のデータを検討してみると,ハンレイ岩類中の普通角閃石のAl[v量ないし
 (AIlv+2Ti)量は大まかな温度計として利用できることがわかる。溶液から直接晶出したと推
 定される普通角閃石のうち,北部阿武隈山地の優臼質ハンレイ岩中のものはノ、tlvと(AiV1+2Ti)
 に乏しいことから,かなり低温で品出したものと推定される。このことはハンレイ岩類の中では
 優臼質ハンレイ岩が最も遅れて貫入したことと調和している。文珠および西堂平コー'トランド岩
 体にはAl四,(Alvエ+2Ti)に富む普通角閃石が存在することから,両コートランド岩体はハン
 レィ岩体よりも一や高温で固結を完了したものと推定きれる。
 RoederとEmslie(1970)に従うと,文珠地域のコートランド岩をハンレイ岩類をもたらし
 たマグマから導くことは可能である。そこで北部阿武隈山地について,下部でコートランド岩が
 生成し・上部に斜長石成分が濃集したマグマ溜りを想定した。なお・このマグマ溜りにおける最
 終分化生成物は優白質ハンレイ岩であり,含水玄武岩質マグマの角閃石分別結晶作用により安山
 岩質マグマが生成するという説は北部阿武隈山地においては検証されない』
 全岩組成および鉱物組成をもとに,ハンレイ岩頚とコー1・ランド岩をもたらした初生マグマを
 推定すると,北部阿武隈山地については,ノルムにカンラン石を有する高アルミナ玄武岩質マグ
 マ,田人複合岩体についてはノルムに石英を有する高アルミナ玄武岩質マグマ,西堂平コートラ
 ンド岩体についてはアルカリカンラン石玄武岩質マグマが考えられる。最近の地質学並びに岩石
 学の成果から・西堂平コートランド岩体の西縁を走る棚倉破砕帯は,上部マントルのやや深部で
 発生したアルカリ玄武岩質マグマの上昇路としての役割を果したものと推定される。また,モー
 ド組成およびS.1。一酸化物図から判断して,西堂平コートランド岩体の生成に際して早期に多
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 星の単斜輝石が晶出したことが重要な役割を果したものと推定される。
 既に公表きれているSr同位体比並びにPb同位体比に関する研究成果から,阿武隈山地の中生
 代後期の深成岩類は,上部マントルないし地殻下部の様な始原物質に起源を有するマグマから生
 成したものと考えられる。この様な観点から,最近の実験岩石学の成果にもとづいてマグマの起
 源についていくつかの可能性を指摘した。
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 論文審査の結果の要旨
 東北日本の阿武隈山地には中生代の大規模な深成活動による花崗岩類が広く分布し,これら花
 崗岩類は少量の塩基性深成岩類を伴っている。
 田中久雄は阿武隈山地の北部移ケ岳周辺地域,中部田人地域並びに南部西堂平地域の3地域に
 分布する中生代の深成岩類について,地質学的,岩石学的並びに地球化学的研究を行い,それら
 の結果に基づいた深成岩類生成時の諸条件を明らかにすると共に,深成岩類をもたらしたマグマ
 の起源について惟i論を行った。
 北部の移ケ岳周辺地域には斑栃岩・コートランド岩等の小岩体が点圧し・これらの活動に遅れ
 て広く花崗岩類が質入分布している。中部の四人地域には花崗岩頚と少量の斑栃岩類とからなる
 所謂田人複合岩体が御斉所変成岩頚にとり囲まれて分布している。西堂平地域にはNNW…8S
 E方向に走る棚倉破砕帯の東縁部にコートランド岩と優黒質斑栃岩を主体とする小岩体が分布し,
 更にこれを貴く斑栃岩・閃緑岩・石英閃緑岩・閃長岩等が少量見られる。
 3地域の岩石試料60個の化学分析結果と,厩に公表されているデータをもとに全岩組成の特徴
 を検討した。北部阿武隈山地では斑栃岩頚と花崗岩類との閲に明らかな組成間隙が存在する。一
 方,旧人複合岩体では岩石のSio2は45～75%の間でほぼ連続的に変化する。西堂平コー1・ランド
 岩体の岩石はSio2(45～62wt%)の割りにアルカリが多く・特に優白質岩へのアルカリの濃集
 は著しい。
 種々のデータを検討した結果・田人複合岩体は斑糲岩質マグマと石英閃緑岩質ないし花崗閃緑
 岩質マグマの2つの異ったマグマから生成した。岩体は約4kbないしそれよりもやや低い圧力に
 相当する場に貫入し・少くとも固結の最末期には水に飽和していた。
 阿武隈山地の花嵐岩類固結時の酸素分圧は黒雲母の化学組成,不透明鉱物の種類と量並びに帯
 磁率から判断して,酸素分圧の高い北上山地と山陰帯並びに酸素分圧の低い領家帯との中間にあ
 ったと推定した。
 全岩組成および鉱物組成をもとに,斑栃岩頚とコートランド岩を,もたらした初生マグマを推
 定すると,北部阿武隈山地についてはノルムにカンラン石を有する高アルミナ玄武岩質マグマ,
 国人複合岩体についてはノルムに石英を有する高アルミナ玄武岩質マグマ,西堂平コートランド
 岩体についてはアルカリカンラン石玄武岩質マグマを考えた。
 審査員等は田中久雄提出の学位論文を合格と判定する。
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